
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ 7

4

合計

70

第２章生活圏の調査と地域の展望
【知識及び技能】
生活圏の調査を基に、地理的な課題解決に向けた取り組み
や探究する手法を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
持続可能な地域づくりに向けて主題を設定し、解決に必要な
取り組みを多方面から考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会実現を視野に、身近な課題を主体的に追求、解
決しようとする姿勢を養う

○ 〇 〇

【知識・技能】
生活圏の調査を基に、地理的な課題を解決する取り組みや方法を理解できて
いる
【思考・判断・表現】
生活圏の地理的な課題について、多面的多角的な解決法や対策を考察できる
【主体的に学習に取り組む態度】
生活圏の調査を通じ、父機の展望についてより良い社会の実現に向けて主体
的に解決しようとしている

第2章生活圏の調査と地域の展望
（１）生活圏の調査と地域の展望

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

我が国の形成の歴史的過程については，世界史的視野に立って，我が国を取り巻く国際環境（世界の歴史）との関連で理解させ，また世界の形成の歴史的過程については，諸地
域世界の歴史と相互の交流・結合の歴史を通じて大きな流れを理解させる。

○ ○ ○ 4

20

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地理的な知識や技能の習得を通して、地域の課題や日本と世界の課題解決
に向けて自らの手で考察し、解決しようとする姿勢を養う

【学びに向かう力、人間性等】

地歴 地理総合
地歴 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日本と世界について、環境と異文化への理解やそこで生活している人々の
多様性と課題について理解し、理解に必要な地図を中心とした地理的な技
能を習得する

地理的な見方や考え方、地図やGISの活用を始め地理的な情報を処理する
能力を養う

地歴

世界の人々の生活・文化に関する地域的特色と共通の課題，自然環境及び社会環境の関連，諸地域相互の関連を理解させ，これらを通して地理的な見方や考え方を培おうとす
る。

自らが国際社会の中で価値ある国家・社会を形成していく責任を自覚し行動し、その形成に主体的にかかわる存在であること。また国際的な相互依存が進む中で，自らが国際社
会の形成者として、自らがよって立つ平和で民主的な国家・社会を維持・発展させることについての日本国民として必要な自覚と資質を養う。

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

13

態

第1章国際理解と国際協力
【知識及び技能】
世界の人々の生活の特色や文化と、千織的環境の影響と多
様性を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
世界の文化の多様性について、主題を設定し、多様性や変
容の要因を考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現に向けて視野を広げ、課題を主体的に
追求できる

○

（２）気候と人々の生活
（３）言語・宗教と人々の生活

【知識・技能】
世界の人々の特色ある生活や多様性と、地理的環境と関係を理解できている
【思考・判断・表現】
世界の人々の多様な生活や文化と地域的な変容について、自然や社会条件の
変化との関連で要因を考えられる
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、よりよい社会実現のために課題を主
体的に追求、解決しようとしている

○ ○ ○

5

【知識・技能】
世界の地域構成と日本の位置、位置の地理的な特色を理解できる
【思考・判断・表現】
世界の国家や地域の地理的課題と世界におけり位置との関りを考察できる
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い社会実現に必要な視点で、現代世界の構造をとらえ、主体的に追求解
決しようとできる

第1章国際理解と国際協力
【知識及び技能】
世界の多様性や文化と宗教的つながりや社会的な条件との
関りを理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
気候環境と民族や、文化の多様性や同質性にどのようにか
かわっているか、考えて現代世界を分析できる
【学びに向かう力、人間性等】
世界の民族問題と国際的な課題について、公平な立場で解
決の方法を主体的に考えようとできる

第2章結びつきを強める現代世界
1現代世界の国家と領域
２グローバル化する世界

１

学

期

第1章地図と地理情報システム
【知識及び技能】
地球上の位置を緯度と経度で表わせる
【思考力、判断力、表現力等】
地球上の位置の違いと私たちの生活への影響を考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
地図や地理情報システムの役割と種類を理解し、どのように
役立つか利用しようと努める

第1部地図でとらえる世界
第1章地図と地理情報システム
１地球上の位置と時差
２地図の役割と種類

【知識・技能】
緯度経度を用いて、世界の位置を表現できる
【思考・判断・表現】
地球上の位置が我々の生活とどのように影響しているか考えられる
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報を使って、よりよい社会実現に活かす方法を導き出せる

○ ○ ○ 4

第2章結びつきを強める現代世界
【知識及び技能】
世界の国家と領域のルールを知り、地図上で確認できる
【思考力、判断力、表現力等】
国家と領域が国際関係の中でどのような課題をもっているか
考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
グローバル化する世界の課題と身近な生活の問題との関係
から必要な行動をとれる

高等学校　新地理総合（帝国書院）　新詳高等地図（帝国書院）　最新地理図表ジオGEO（第一学習社）

我が国及び世界の地理的な環境と歴史的な過程を通して生み出される生活や文化の多様性と地域的特色のかかわりの理解と認識を深め，国際社会に主体的に生
き平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民として必要な自覚と資質を養う。

３

学

期

第１章自然環境と防災
【知識及び技能】
我が国と世界に見られる自然災害やその影響について、ま
た防災に関する重要性を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
地域性を踏まえた防災的な取り組みや地図などの地理的情
報を生かせる技能を高める
【学びに向かう力、人間性等】
自然災害についてよりよい社会と世界の実現に必要な課題
解決を主体的に解決しようとあうる態度を養う

第3節持続可能な地域づくりと私たち
第1章自然環境と防災
（１）日本の自然環境
（２）地震と津波と防災
（３）火山災害と防災
（４）気象災害と防災
（５）自然災害への備え

【知識・技能】
日本と世界の自然災害について、地域的特性と災害対策への備えや対応との
関りと重要性を理解できる
【思考・判断・表現】
地域的特性を踏まえた防災について、多面的多角的に考察できる
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い社会実現に向けて課題を主体的に設定し、解決、追求しようとしている

○ ○

２

学

期

第1章国際理解と国際協力
【知識及び技能】
世界の多様性と同質性に歴史的な背景が関わっていること
を理解できる
【思考力、判断力、表現力等】
産業の発達段階と地域の発展や同質性、人々の生活絵の
影響との関係を考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
植民地支配の影響がもたらしている現代の地域的な課題に
ついて解決方法を探究する姿勢

（４）歴史的背景と人々の生活
（５）世界の産業と人々の生活

【知識・技能】
世界の人々の特色ある生活や多様性と、地理的環境と関係を理解できている
【思考・判断・表現】
世界の人々の多様な生活や文化と地域的な変容について、自然や社会条件の
変化との関連で要因を考えられる
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、よりよい社会実現のために課題を主
体的に追求、解決しようとしている

○ ○

第2部国際理解と国際協力
第1章生活文化の多様性と国際理解
（１）地形と人々の生活

【知識・技能】
世界の人々の特色ある生活や多様性と、地理的環境と関係を理解できている
【思考・判断・表現】
世界の人々の多様な生活や文化と地域的な変容について、自然や社会条件の
変化との関連で要因を考えられる
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、よりよい社会実現のために課題を主
体的に追求、解決しようとしている

○ ○

定期考査 ○ ○

○ 13

第2章地球的課題と国際協力
【知識及び技能】
地球的課題に共通する傾向性や課題相互の関連の大観を
理解する
【思考力、判断力、表現力等】
地球的課題と地域の結びつき、持続可能な社会実現への方
法を考えられる
【学びに向かう力、人間性等】
地球的課題解決と国際協力についてよりよい社会実現を視
野に主体的に行動を変容できる

第2章地球的課題と国際協力
（１）複雑に絡み合う地球的課題
（２）地球環境問題
（３）資源エネルギー問題
（４）人口問題
（５）食料問題
（６）都市・居住問題

【知識・技能】
地球的な課題に共通する傾向性や課題相互の関連性について大観を理解して
いる
【思考・判断・表現】
地球的課題と地域的な結びつき、持続可能な社会づくりに着目し、多面的に考
察できる
【主体的に学習に取り組む態度】
より良い社会と世界の実現に向けて、課題を主体的に解決しようと追及できる

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

高等学校　歴史総合（帝国書院）
地理歴史 我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め，国際社会に主体的に生き平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民として

地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【思考力、判断力、表現力等】部５章　近代化が進む日本と東アジア
【知識及び技能】明治維新とその後の日本の変化やアジア諸国の変容につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】明治維新の歴史的な意義について，現代の日
本への影響と関連付けて考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】明治維新やアジア諸国の変容が，現代社会に
どのような課題を与えたかについて考察し，解決策を追究しようとしている。

日本や東アジア諸国は，近代化を通じてどのように変化し
ていったのだろうか。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を広く相互的な視
野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解するとともに，諸資
料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連
や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見ら
れる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解
決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民
としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自
覚などを深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 我が国の形成の歴史的過程については，世界史的視野に立って，我が国を取り巻く国際環境（世界の歴史）との関連で理解させ，また世界の形成の歴史的過程につ
いては，諸地域世界の歴史と相互の交流・結合の歴史を通じて大きな流れを理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】 世界の人々の生活・文化に関する地域的特色と共通の課題，自然環境及び社会環境の関連，諸地域相互の関連を理解させ，これらを通して地理的な見方や考え方を
培おうとする。

【学びに向かう力、人間性等】 自らが国際社会の中で価値ある国家・社会を形成していく責任を自覚し行動し、その形成に主体的にかかわる存在であること。また国際的な相互依存が進む中で，
自らが国際社会の形成者として、自らがよって立つ平和で民主的な国家・社会を維持・発展させることについての日本国民として必要な自覚と資質を養う。

歴史総合
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ 6

【思考力、判断力、表現力等】部【学びに向かう力、人間性等】章　近代化の
進展と国民国家形成
【知識及び技能】国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民の状況を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・
抑圧，帝国主義が人類に与えた変化について考察し，自分の言葉で表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた
影響について，追究しようとしている。

近代化が進むなかで，欧米諸国はどのような国家を形成
していったのだろうか。

【知識及び技能】国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民の状況を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・抑圧，帝国
主義が人類に与えた変化について考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた影響につ
いて，追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

【思考力、判断力、表現力等】部４章　アジア諸国の動揺と日本の開国
【知識及び技能】欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりし
て考察し，「西洋の衝撃」の歴史的意義について自分の言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社
会にどのような課題を生み出したかについて考察し，追究しようとしている。

近代化した欧米諸国の進出に，アジア諸国や日本はどの
ように対応したのだろうか。

【知識及び技能】欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりして考察し，
「西洋の衝撃」の歴史的意義について自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社会にどのよ
うな課題を生み出したかについて考察し，追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

２

学

期

【学びに向かう力、人間性等】部【知識及び技能】章　第一次世界大戦と日本
の対応
【知識及び技能】国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦勃発から終戦まで
の経緯と，参戦各国の社会の変化について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】第一次世界大戦の総力戦体制下において，列
強の戦闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々がそれぞれどのよ
うな目的で戦争に協力したのかを考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加
が，現在の社会につながるどのような課題を生み出したのかについて考察
し，解決策について追究しようとしている。

第一次世界大戦は，日本を含む世界の人々にとってどの
ような戦争になったのだろうか。

【知識及び技能】国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦勃発から終戦までの経緯と，
参戦各国の社会の変化について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】第一次世界大戦の総力戦体制下において，列強の戦闘
員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々がそれぞれどのような目的で戦争に協
力したのかを考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加が，現在の
社会につながるどのような課題を生み出したのかについて考察し，解決策について追究
しようとしている。

○ ○ ○ 8

【学びに向かう力、人間性等】部【思考力、判断力、表現力等】章　国際協調と
大衆社会の広がり
【知識及び技能】ヴェルサイユ体制によって形成された国際秩序と，国際社会
や各国に生じた政治・社会・文化の変化を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】新しい国際秩序と大衆社会の特徴について考
察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立と，
【思考力、判断力、表現力等】20世紀前半における大衆社会の到来が，現代
社会においてどのような課題を生み出したのかを考察し，その解決策につい
て追究しようとしている。

欧米や日本など，世界各地に広まった大衆化とは，どのよ
うなものだったのだろうか。

【知識及び技能】ヴェルサイユ体制によって形成された国際秩序と，国際社会や各国に
生じた政治・社会・文化の変化を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】新しい国際秩序と大衆社会の特徴について考察し，自分
の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立と，【思考力、
判断力、表現力等】20世紀前半における大衆社会の到来が，現代社会においてどのよ
うな課題を生み出したのかを考察し，その解決策について追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

【知識及び技能】明治維新とその後の日本の変化やアジア諸国の変容について理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】明治維新の歴史的な意義について，現代の日本への影響
と関連付けて考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】明治維新やアジア諸国の変容が，現代社会にどのような
課題を与えたかについて考察し，解決策を追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 1

１

学

期

【思考力、判断力、表現力等】部【知識及び技能】章　江戸時代の日本と結び
付く世界
【知識及び技能】【知識及び技能】18世紀のアジア各地域間やアジア諸国と欧
米諸国の貿易と，日本への影響について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易
の意義と地域の変容について考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀の交易と現代の貿易との違いについて
考察し，その変化の要因を追究しようとしている。

【知識及び技能】18世紀の日本やアジア，ヨーロッパは，そ
れぞれどのように結び付いていたのだろうか。

【知識及び技能】【知識及び技能】18世紀のアジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国の
貿易と，日本への影響について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易の意義と
地域の変容について考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】18世紀の交易と現代の貿易との違いについて考察し，そ
の変化の要因を追究しようとしている。

○

【知識及び技能】55年体制の形成から高度経済成長に至る日本の動きを，冷戦下の国
際情勢を踏まえながらその中に位置づけて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】冷戦下の日本と世界の動向について，政治・経済の関連
や諸地域間の比較を通して多面的に考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦期における各国の動向，現在の社会においてどのよ
うな課題を生み出したのか考察し，解決策について追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

4部【思考力、判断力、表現力等】章　多極化する世界
【知識及び技能】【知識及び技能】1960年代から80年代を中心に，冷戦下にお
ける各国の選択と経済成長について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】各国の選択を比較し，「東アジアの奇跡」が起
こった要因や世界史における意義について考察し，自分の言葉で表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦下における各国の政治的・経済的選択
が，現代社会にどのような課題を生み出したのか考察し，解決策について追
究しようとしている。

冷戦が展開されるなかで，日本や世界の国々はどのよう
な経済成長を遂げただろうか。

【知識及び技能】【知識及び技能】960年代から80年代を中心に，冷戦下における各国の
選択と経済成長について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】各国の選択を比較し，「東アジアの奇跡」が起こった要因や
世界史における意義について考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦下における各国の政治的・経済的選択が，現代社会
にどのような課題を生み出したのか考察し，解決策について追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○ 1

【学びに向かう力、人間性等】部【学びに向かう力、人間性等】章　日本の行
方と第二次世界大戦
【知識及び技能】世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経緯に
ついて，大衆とマスメディアの関わりに着目しながら理解している。
【思考力、判断力、表現力等】ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，ド
イツや日本で大衆がなぜ戦争に協力していったのか考察し，自分の言葉で表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】大衆の戦争への加担という問題を現代社会に
おける課題としてとらえ，その解決策を追究しようとしている。

大衆は，どのようにして戦争を導いてしまったのだろうか。

【知識及び技能】世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経緯について，大
衆とマスメディアの関わりに着目しながら理解している。
【思考力、判断力、表現力等】ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，ドイツや日本
で大衆がなぜ戦争に協力していったのか考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】大衆の戦争への加担という問題を現代社会における課題
としてとらえ，その解決策を追究しようとしている。

○ ○ ○ 5

【学びに向かう力、人間性等】部４章　再出発する世界と日本
【知識及び技能】冷戦および冷戦構造の形成と，国連を中心とする平和へ向
けた新たな国際秩序について，日本と関連付けながら理解している。
【思考力、判断力、表現力等】国際連合を中心に，第二次世界大戦以前と以
後の国際関係を比較することで，戦争の経験が人々に何をもたらしたのかを
考察し，自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】大戦後に形成された冷戦構造と国際連合によ
る平和維持体制における課題が，現代社会にどのような影響を与えているか
について考察し，解決策を追究しようとしている。

第二次世界大戦を経て，国際秩序はどのように変化した
のだろうか。

【知識及び技能】冷戦および冷戦構造の形成と，国連を中心とする平和へ向けた新たな
国際秩序について，日本と関連付けながら理解している。
【思考力、判断力、表現力等】国際連合を中心に，第二次世界大戦以前と以後の国際関
係を比較することで，戦争の経験が人々に何をもたらしたのかを考察し，自分の言葉で
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】大戦後に形成された冷戦構造と国際連合による平和維持
体制における課題が，現代社会にどのような影響を与えているかについて考察し，解決
策を追究しようとしている。

○ ○ ○

4部【学びに向かう力、人間性等】章　グローバル化のなかの世界と日本
【知識及び技能】冷戦終結の過程とグローバル化の特質について理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】グローバル化の進展や地域統合，ナショナリズ
ムの強化について各地域を比較して考察し，その特質や問題点を自分の言
葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦の終結とグローバル化の進展がどのような
課題を生み出したのかについて考察し，解決策について追究しようとしてい
る。

冷戦が終わり，グローバル化は，世界をどのように変えた
だろうか。

【知識及び技能】冷戦終結の過程とグローバル化の特質について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】グローバル化の進展や地域統合，ナショナリズムの強化
について各地域を比較して考察し，その特質や問題点を自分の言葉で表現している。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦の終結とグローバル化の進展がどのような課題を生
み出したのかについて考察し，解決策について追究しようとしている。

○ 〇 〇 6

定期考査 ○ ○ 1

３

学

期

4

4部【知識及び技能】章　冷戦で揺れる世界と日本
【知識及び技能】55年体制の形成から高度経済成長に至る日本の動きを，冷
戦下の国際情勢を踏まえながらその中に位置づけて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】冷戦下の日本と世界の動向について，政治・経
済の関連や諸地域間の比較を通して多面的に考察し，自分の言葉で表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦期における各国の動向，現在の社会にお
いてどのような課題を生み出したのか考察し，解決策について追究しようとし
ている。

冷戦が展開されるなかで，日本や世界の国々はどのよう
な選択をしたのだろうか。



年間授業計画

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 4 組 , 7 組 ～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 3

○ ○ ○ 6

・イスラームが広がった西アジアにおける国家の動向について理解
している
・ギリシアやローマなど地中海に面した地域の国家形成がどのよう
に進んでいったかについて理解している

【 知　識　及　び　技　能 】 世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，多面的・多角
的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養う

世界史探究
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けている

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多
面的・多角的に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付け
ている

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとしている

詳説世界史（山川出版社）　アカデミア世界史（浜島書店）

地理歴史 社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

西アジアの動向
地中海周辺の国家形成

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 12

・東西ヨーロッパの特徴をつかみ、それぞれどのような歴史をたどっ
たかについて理解している
・封建社会がどのような特徴をもっているかについて理解している

ヨーロッパ世界の変容と展開
東アジア世界の展開とモンゴル帝国

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

１

学

期

・アジアにおける文明の成立から国家の形成までの歴史について
理解している。
・古代アジアにおける人々の生活や社会の変化について理解して
いる
・各地域のつながりを、シルクロードに着目しながら理解している

文明の成立と古代文明の特質
中央ユーラシアと東アジア世界
南アジア世界と東南アジア世界の展開

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 6

・中世アジア・ヨーロッパにおける世界の変容と展開について理解す
る
・イスラーム教の成立とその展開について理解する
・イスラームの広がりが世界にどのような影響を与えたかについて
考察し表現している

西アジアの国家形成
イスラーム教の成立
イスラーム教の諸地域への伝播

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ 9

・第一次世界大戦がなぜ起こったのかについて、考察し表現してい
る
・第一次世界大戦の経過について理解している
・ヴェルサイユ体制がどのような体制だったかについて理解してい
る
・第一次世界大戦後の各国の動きについて理解している
・世界恐慌が世界にあたえた影響について考察し表現している
・ヴェルサイユ体制が崩れていく流れを理解している
・第二次世界大戦の経過について理解している

第一次世界大戦と世界の変容
第二次世界大戦

・アジアと、それ以外の地域とのかかわりについて理解している
・交易の広がりが、世界にどのような影響を与えたかについて、考
察し表現している。
・西アジアの２つの帝国の歴史について理解している
・オスマン帝国とヨーロッパ諸国のかかわりについて理解している
・清の歴史について、女真族がつくった国だということを踏まえて理
解している
・清と隣接諸地域のかかわりについて理解している

大交易・大交流の時代
アジアの諸帝国の繁栄

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 9

定期考査 ○ ○

２

学

期

・ヨーロッパ世界の変容のきっかけとなったルネサンスと宗教改革に
ついて、その背景や影響を理解することができている
・主権国家体制のしくみについて理解している
・オランダ・イギリス・フランスの覇権争いの歴史について理解して
いる
・産業革命の背景と影響について、考察し表現している
・アメリカ合衆国の独立の背景と流れについて理解している
・フランス革命の大まかな流れについて理解している
・フランス革命が世界にもたらした影響について、考察し表現してい
る

近世ヨーロッパ世界の動向
産業革命と環大西洋革命

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 9

・ウィーン体制について、その特徴を理解している
・ウィーン体制下におけるヨーロッパ各国の動向について理解して
いる
・列強諸国間の複雑な関係性について、各国の立場も踏まえながら
理解している
・アメリカ合衆国の繁栄居ついて理解している
・帝国主義がなぜ生まれたかについて、考察し表現している。
・第二次産業革命と帝国主義の関係性について理解している

イギリスの優位と欧米国民国家の形成
帝国主義

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 12

・列強諸国とのかかわりも踏まえながら、西アジア地域の変容につ
いて理解している。
・アジア地域がどのように植民地化されていったかについて理解し
ている
・アジアにおける民族運動について理解している
・アジアと列強諸国とのかかわりについて理解している

アジア諸地域の動揺
アジアの民族運動

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○

新しい国際秩序の形成
冷戦の展開

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 9

・第三世界の特徴をつかむことができている
・第三世界の動向について理解している
・キューバ危機の背景やその後に与えた影響などについて理解して
いる。
・冷戦体制が、時代を経るごとに変容していったその流れについて
理解している
・戦後において、経済政策はどのようにとられていったのかについ
て理解している

冷戦と第三世界の台頭

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 12

・冷戦がどのようにして終結を迎えたかについて理解している。
・冷戦終結後の社会について理解している
・これまでの歴史と今日の世界を結び付けることができている
・現代文明における、課題について主体的に解決しようとしている

冷戦の終結と今日の世界

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】

○ 〇 〇
9

合計

105
定期考査 ○ ○

３

学

期

・戦後の世界がどのように形作られていったかについて、理解して
いる
・冷戦の両陣営の特徴について理解してる
・冷戦の初期の経過について理解してる



年間授業計画

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 3 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【知識技能】日本列島における旧石器文化から古墳文化の成立と変容
を、自然環境の変化や大陸との影響に着目して理解している。
【思考判断表現】土器や副葬品などの考古資料をもとに、集落・風習・食
生活の変化などを踏まえて旧石器文化から古墳文化の社会について考
察し、表現している。　　　　　　　　　　　　　　　　【主体的態度】黎明期の日
本列島の歴史的環境と文化の形成について考察することを通じて、旧石
器文化から古墳文化の特色を明らかにしようとしている。

○ ○ ○

○ ○

３

学

期

日清・日露戦争から第一次世界大戦、第二次世界大戦
に至る経緯について、国際関係の推移着目して、理解す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　近代産業の発展にともな
う社会問題の発生と政府の対応について、考察する。
明治後期から大正、昭和の文化の特色について、社会
の変化に着目して理解する。

近代国家の展開
近代産業と生活
恐慌と第二次世界大戦

【知識技能】日清・日露戦争から第一次・第二次大戦の諸資料か
ら、戦争の様相や背景、国際的地位の変化を理解している。
【思考判断表現】議会・政府・軍がどのように戦争を進めて、時代を
動かしたか多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的態度】対外的な戦争が日本の近代化の過程の中でもった
意味を考察し、主体的に追究しようとしている。

○ ○

２

学

期

南北朝の動乱から室町幕府の成立、織豊政権から江戸
幕府の成立で幕藩体制が安定期を迎えた流れを理解す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東アジアとの交流と
ヨーロッパ人の進出によって、都市や町人の経済や社会
が変化したことについて、考察する。
南北朝の文化から、北山・東山文化、桃山文化から元禄
文化について、その特色を理解する。

武家社会の成長
近世の幕開け
幕藩体制の成立と展開

【知識技能】鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関係、織豊政権
などについて、諸資料から情報を収集して理解している。　　　　　【思考判
断表現】南北朝の動乱などにみられる地域政治・経済基盤をめぐる対立
や、東アジアの国際情勢の変化とその影響について、多面的・多角的に
考察し、表現している。　　　　　　【主体的態度】武家政権の変容や東アジ
アの国際情勢の変化などに着目し、諸資料を活用して前後の時代とのつ
ながりを見出そうとしている。

○ ○

定期考査 ○

定期考査

【思考力、判断力、表現力等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとともに、諸資料から我が国の歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

18

藤原氏の摂関政治の成立過程と源氏平氏の武士の成
長過程について考察する。
院政期から鎌倉幕府の成立と東アジア情勢の影響で幕
府が衰退することを理解する。
国風文化から院政期の文化、鎌倉文化の変化について
考察する。

○

・東アジア及び日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとしている

【学びに向かう力、人間性等】

・東アジア及び日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理
解している
・諸資料から東アジア及び日本の歴史に関する様々の情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付けている

・東アジア及び日本の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意
義などを、多面的・多角的に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付け
ている

○ ○ ○ 18

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識技能】藤原北家が権力を掌握してから、摂関政治・院政期・鎌倉幕
府の成立を資料から読み取り、政治体制の変容の観点から歴史の流れを
理解している。　　　　　　　　　　　　　　【思考判断表現】奈良・平安・鎌倉時
代の政治や政治改革を比較しながら、各政治の特色について考察し、根
拠を示して表現している。　　　　　　　　　　　　　　　【主体的態度】唐の衰退
と東アジア情勢の変化が日本社会に与えた影響を考察することを通じて、
社会の特色を明らかにしようとしている。

貴族政治の展開
院政と武士の躍進
武家政権の成立

１

学

期

人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器文
化・古墳文化の時代の社会を理解する。
ヤマト政権による国家の形成過程について、東アジア世
界との関係を踏まえて考察する。
律令体制の成立から完成までの政治過程について考察
し、飛鳥文化から弘仁・貞観文化までの流れを理解する

日本文化のあけぼの
古墳とヤマト政権
律令国家の形成

15

合計

105
定期考査

戦後の民主化政策から、日本独立後の高度成長を経て
経済大国に成長した日本の状況について理解する。
国際社会に復帰した日本がその後の日米関係を構築
し、冷戦体制が崩壊し、その後の日本の国際社会の役
割について考察する。
戦後の文化から、経済復興と技術革新がおこり、社会問
題が発生して日本に課題があることを理解する。

占領下の日本
高度成長の時代
激動する世界と日本

【知識技能】日本の政治経済の変化の諸資料から日本の主権回
復、高度経済成長、冷戦の崩壊について理解している。
【思考判断表現】占領後から経済成長、冷戦の崩壊までの社会や
思想・文化などを比較・考察し、表現している。
【主体的態度】連合国による日本占領から経済成長。冷戦の崩壊
までその特色や目的を考察することを通じて、どのような日本の役
割があるのか、主体的に課題を追究しようとしている

○ ○

○ 〇 〇

地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

詳説日本史（山川出版社）　新詳日本史（浜島書店）

地理歴史

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、概念などを
活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理
解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

日本史探究

【 知　識　及　び　技　能 】

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる
平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することを目指す。	

○ 15

○ 19

幕政の改革から幕府の衰退、幕府の滅亡から明治維新
を経て立憲国家の成立までの過程を考察する。
欧米諸国のアジア進出による国際情勢の変化から、幕
府と明治政府の対外政策について、理解する。
宝暦・天明期の文化から化政文化、明治初期の文化の
変化について、その特色を理解する

幕藩体制の動揺
近世から近代へ
近代国家の成立

【知識技能】列強の接近にともなう事件や政治改革に関する諸資
料から情報を読み取り、幕府権力が衰退し明治維新につながる過
程を理解している。　　　　　　　　　　　　　　【思考判断表現】国際情
勢の変化と影響などに着目して、時代を多面的・多角的に考察し、
根拠を明らかにして表現している。　【主体的態度】外交政策の転
換などについて、幕府や明治政府の課題を見出し、主体的に追究
しようとしている。

○ ○ ○ 20

定期考査

定期考査 ○ ○

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○ 4

○ 6

・現代の国際紛争の諸要因について理解させ、その対立を解消す
るために、多文化共生の観点から調整し協調することが国際政治
に必要とされることを理解させる。
・平和主義と国際協調の立場から、日本の安全保障や国際貢献の
在り方について多面的・多角的に考察させる。

第４章　国際政治の現状と課題
１　現代の紛争
　file18　パレスチナ問題について考えよう
２　多文化・多民族社会に向けて
３　移民と難民
　file19　難民問題
４　日本の戦後外交と課題
　file20　原爆の記憶とその継承

【知識・技能】
戦後の国際政治に関する諸資料を収集し、分析することで、国際政治の変化を理解する
ことに活用できる。戦後の国際政治の動きや現代の国際紛争、資源、兵器などの課題や
安全保障問題などについて基本的な知識を身につけ、今日の国際情勢について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
・戦後の国際政治の動向を考察し、諸国民の幸福、正義、公正の観点から、国際問題に
ついて見解を表現し、多様な意見を踏まえて判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
戦後の国際政治の動向に関心を持ち、日本の在り方と結び付けて考察しようとしてい
る。

○ ○ ○ 4

・国民主権を中心とした立法、行政、司法の仕組みと課題を理解さ
せ、制度や機構の背景にある民主政治の考え方について多面的・
多角的に考察させる。
・司法制度の仕組みと課題を理解させ、よりよい司法の実現のため
に、国民が司法に参加する意義を考察させる。
・地方自治の仕組みを理解させ、地方自治が民主政治の基盤と
なっていること、地域の課題について考察させる。

第２章　日本の政治機構
１　国会の役割としくみ
２　内閣と行政機関
３　裁判所の役割としくみ
４　市民生活と司法参加
　file15　刑罰・更正と死刑制度
５　地方自治と住民の生活
　file16　外国人住民の多い街

【知識・技能】
国会や内閣についての諸資料を収集し、資料から課題を読み取り、立法や行政のしく
み、政治の現状についての知識を身につけ、理解している。司法や地方自治について諸
資料を収集して、求める課題についての情報を読み取り、司法や地方自治についての
知識を身につけ、現状を理解している。
【思考・判断・表現】
・立法や行政、財政の課題について、幸福、正義、公正の観点から考察し、判断すること
ができる。司法や国民の政治参加について、幸福、正義、公正の観点から考察して判断
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
立法、行政、司法、地方自治について自己の生活と結び付け、社会における課題を解決
するため、政治参加の意欲を高めている。

○ ○ ○ 6

・国際社会の変遷、人権、国家主権、国際法の意義、国際連合をは
じめとする国際機構の役割について理解させ、国際社会が抱える
課題を考察させる。
・冷戦後の国際社会の変化、冷戦後の軍縮や核兵器廃絶などに関
する国際的な取り組みについて理解させ、グローバル化が進展す
る国際社会の在り方や課題を多角的・多面的に考察する。

第３章　国際政治のしくみと役割
１　国際政治の成り立ち
２　国際連合の設立とその役割
　file17　国際連合の主要機関と課題
３　冷戦とその終焉
４　軍縮と安全保障
５　リージョナリズム
６　グローバル化と国家

【知識・技能】
国際社会の基本的な考え方や国際連合などの諸資料を活用して、国際社会のしくみを
調べることができる。また、その上で、国際法の役割、国際連合のしくみや機能、人権に
関する諸条約などについての知識を身につけ、理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・国際社会において幸福、正義、公正の観点から諸問題への見解を表現し、多様な意見
を踏まえて判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際社会における主権国家間の関係に関心を持ち、国際社会の動向に主体的に考察し
ようとしている。

4

合計

70

・市場経済の機能、金融や財政の仕組みについて理解させ、その
役割と課題について多面的・多角的に考察させる。
・現代の企業の仕組みと特色を理解させ、企業統治や企業の社会
的責任などについて考察させる。
・日本経済の歩みを通して、公害、環境保全、雇用と労働問題、少
子高齢化における社会保障の課題について、社会的な見方・考え
方を総合的に働かせ、多面的・多角的に考察させる。

第２章　経済社会のしくみと役割
１　社会のしくみとしての市場
２　市場の機能
　file23  需要曲線・供給曲線
　file24　経済を考える視点　市場経済の歴史
３　市場の限界
４　金融とそのはたらき
５　財政とそのはたらき
　file25　日本経済のあゆみ
６　現代の企業
　file26 もしも会社をつくるなら
　file27　公害の防止と環境保全
７　労働問題
８　社会保障の役割

【知識・技能】
現代の市場、金融、財政などの経済活動の在り方についての学習に役立つ情報を様々
なメディアから適切に選択し、、効果的に活用している。また、企業や雇用、社会保障な
どの問題に関する諸資料を分析し、効果的に活用している。市場、金融、財政のしくみに
ついての基本的な知識を身につけ、市場経済の課題について理解している。企業や雇
用、社会保障などの現状についての知識を身につけ、その課題について理解している。
【思考・判断・表現】
・現代の市場、金融、財政の課題について、また、日本の企業、雇用、社会保障などの
問題について、幸福、正義、公正の観点から考察し、多様な意見を踏まえて、自己の考
えを適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の市場、金融、財政の動向に関心を高め、自己の生き方に結びつけて考察しようと
している。また、企業、雇用、社会保障などの問題と自己の生き方を関連させながら考察
しようとしている。

○ ○ ○

定期考査

・国際経済についての基本的な知識を身につけさせ、グローバル化
する経済が抱える課題について多面的・多角的に考察させる。ま
た、その課題解決には国際協調や自他の文化や宗教などを尊重す
る相互理解と寛容の態度が必要であることを理解させる。

第３章　国際経済の現状と課題
１　国際取り引きと国際収支
２　自由経済とグローバル化
　file28　外国為替と円高・円安
３　国際経済のこれから
　file29  国際経済と新興国
　file30　限りある資源とエネルギー

【知識・技能】
国際経済に関する諸資料を様々なメディアを通して収集し、学習に役立つ情報を適切に
選択して、効果的に活用している。また、それを踏まえて国際経済についての基本的な
知識を身につけ、その課題について理解している。
【思考・判断・表現】
・国際経済に関する諸問題や、国際的な経済協力の必要性、国際社会における日本の
経済的役割について、幸福、正義、公正の観点から多面的・多角的に考察し、適切に表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際経済に関する諸問題に関心を高め、国際的な経済協力の必要性や国際社会にお
ける日本の経済的役割について考察しようとしている。

○ ○

○ 〇 〇

10

定期考査 ○ ○

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
めてることができる。

○ ○ ○ 4

3

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

○ ○

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

自らが国際社会の中で価値ある国家・社会を形成していく責任を自覚し行
動し、その形成に主体的にかかわる存在であること。また国際的な相互依
存が進む中で，自らが国際社会の形成者として、自らがよって立つ平和で
民主的な国家・社会を維持・発展させることについての日本国民として必
要な自覚と資質を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共
公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え、考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念
や理論について理解している。また、諸資料から、倫理的主体として活動
するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べ、まとめることができ
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や
公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力がある。

高等学校　公共（清水書院）

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論できる。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決する意欲や姿勢を持つことができる。

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

7

【知識・技能】
・行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公
正などの義務を重視する考え方などについて理解している。生命科学や科学技術の進
展に伴い、様々な課題が生じてきていることを理解し、その基本的な知識を身につけて
いる。環境に関わる政治・経済体制や倫理観の重要性を理解し、その基本的な知識を身
につけている。
【思考・判断・表現】
・幸福，正義，公正などに着目して，倫理的価値の判断において，行為の結果である個
人や社会全体の幸福を重視する考え方と，行為の動機となる公正などの義務を重視す
る考え方などを活用し，思考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，
人間としての在り方生き方を多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間を作る人間としての在り方生き方について、よりよい社会の実現を視野に
現代の諸課題を主体的に解決しようとしている。

・個人の尊重と基本的人権の保障、法の支配や立憲主義という近
代民主主義国家の基本的な原理を理解させ、国民の自由や権利が
保障されていることの意義を考察させる。
・日本国憲法の成立について、その歴史的背景と経緯について理
解を深める。

第２章　公共的な空間における人間
１　義務論と功利主義
　file３ 思考実験
２　生命倫理
　file４　代理出産を認めるべきか
３　環境倫理
　file５　環境を守るために何ができるか

１

学

期

・青年期の特徴と発達課題、様々な人間の心の在り方について理
解させ、豊かな自己形成に向けて、他者と共によりよく生きる自己
の生き方についての思索を深める。
・ギリシア哲学や宗教の学習を通して、「幸福」「愛」「徳」などの観点
から、人間としての在り方生き方について思索させるとともに、人生
における宗教や芸術のもつ意義について理解させる。
・日本の思想が我が国の風土や伝統、外来思想の影響を受けなが
ら形成されてきたことを理解させ、国際社会に生きる日本人としての
自己の在り方生き方について多面的・多角的に考察させる。

第１章　公共的な空間をつくる私たち
１　私たちの人生と社会
２　青年期の心理と課題
　file１ 職業の選択とライフコース
３　哲学の始源と発展　－ギリシャ思想
４　一神教の教え
５　東洋の宗教と思想（１）　－仏教
６　東洋の宗教と思想（２）　－儒教
７　日本の風土と神仏への信仰
８　江戸時代の学問と近代化への歩み
　file２　伝統芸能と日本的な美意識

【知識・技能】
・生涯における青年期の意義や、現代社会における青年の状況について理解し、その基
本的な知識を身につけている。先哲の在り方・生き方について理解を深め、先哲の著し
た原典資料を適切に活用し、その思想に関する基本的な知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
・自己の内面形成と社会とのかかわりに着目させながら、自己形成の課題について考察
し、適切に表現している。先哲の在り方・生き方に触れて考えたことを、自らの言葉で適
切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間を作る私たちについて、よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主
体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 6

・カントの思考と功利主義の考え方の理解をもとに，社会の構成員
としての自己を意識させるとともに，「幸福」「正義」「公正」などの観
点から，他者との関わりや社会のあり方について考察させる。
・生命科学や医療技術の進展にともなって生じた倫理的課題から、
生きることの意義について思索させるとともに、「幸福」「公正」など
の観点から、社会のあり方について考察させる。
・深刻化する環境問題とその解決に向けた取り組みを理解させ、地
球規模の課題を身近な地域の問題として捉え、社会の構成員として
生きる自己のあり方について考察させる。

・日本国憲法の三つの基本原理を踏まえ、平和主義と日本をめぐる
安全保障に関する情勢を理解させる。
・日本国憲法が保障している基本的人権の内容を通して、政治制度
との関わりについて考察させ、個人の尊厳、自由、平等などの社会
的価値について理解を深めさせる。
・現代社会において、基本的人権を拡充するものとして主張されて
いる新しい人権の内容を理解させるとともに、国際社会における人
権に関する諸条約の意義を考察させる。

第２章　人権の尊重と日本国憲法
１　日本国憲法の三原理と人権保障
２　平和主義と国際社会
３　平等権
４　自由権
　file９　多様化する社会の人権①
　file10　多様化する社会の人権②
５　社会権
６　参政権の保障と国務請求権
７　新しい人権
　file11　多様化する家族について考えよう
８　グローバル化と国際人権

【知識・技能】
日本国憲法の人権規定や新しい人権、人権諸条約などの内容とともに、基本的人権の
具体的な意味と法の支配、立憲主義の概念を理解している。憲法の平和主義について
の内容や、今日の安全保障をめぐる情勢について理解している。
【思考・判断・表現】
・憲法の人権保障について、法の支配、個人の尊重を基礎に人権を考察しており、権利
をめぐる様々な立場を踏まえて判断して考察し、表現している。また、平和主義と今日の
安全保障政策の課題や方向性について、幸福、正義、公正の観点から考察し、多様な
見方を踏まえて判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
憲法と人権に関心を持ち、自己の生き方と結び付けて考察しようとしている。国際協調と
平和主義を基礎とする日本の安全保障と自己の生き方を結びつけて関心を高めてい
る。

○ ○ ○ 9

○

○ 7

人間と社会についての見方・考え方を育み、現代の諸課題を追求・解決する活動を行う。また、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に、主体的に生き
る平和で民主的な社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

３

学

期

私たちの生活における経済の役割について理解させる。その際、
消費者の権利と責任、職業選択、マクロ経済などについての基本
的な知識を身につけさせ、経済活動と福祉の向上との関連につい
て多面的・多角的に考察させる。

第１章　私たちと経済活動
１　私たちと経済
　file21　消費者の権利と責任
２　仕事と社会
　file22　学びの力
３　国民経済とGDP

【知識・技能】
私たちの生活における経済の役割について、学習に役立つ情報を様々なメディアから適
切に選択し、特に消費者の権利と責任・契約・職業選択・マクロ経済などの項目について
理解している。
【思考・判断・表現】
・私たちの生活における経済の役割について、幸福、正義、公正の観点から考察し、多
様な意見を踏まえて、自己の考えを適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの生活における経済の役割について、その社会に生きる自らの考えにちかづけ
て考察しようとしている。

○ ○

２

学

期

・民主社会の成立過程、現代社会の民主政治の仕組みと世界の政
治制度について理解させる。
・民主政治における世論形成と政治参加の意義について理解さ
せ、主権者（有権者）として社会に関わる意識を高めさせる。

第１章　民主政治の成立と課題
１　自由民主主義の成立と危機
２　現代の民主主義と課題
　file12　世界の政治制度
３　世論の形成と民主社会
　file13　情報モラルについて
４　政治参加と主権者（有権者）
５　選挙と政党
　file14　選挙に行こう！

【知識・技能】
現代の民主政治と政治参加に関する諸資料を様々なメディアから適切に選択し、効果的
に活用し、民主政治と政治参加に対する理解を深め、その基本的な知識を身につけて
いる。また、選挙について諸資料を収集して、求める課題についての情報を読み取り、
選挙と政党についての知識を身につけ、現状を理解している。
【思考・判断・表現】
・現代の民主政治と政治参加から課題を見出し、民主政治における個人と国家の在り方
や民主社会に主体的に生きる人間の在り方について、幸福、正義、公正の観点から多
面的・多角的に考察し、適切に表現している。また、国民の政治参加について、幸福、正
義、公正の観点から考察して判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の民主政治と政治参加に対する関心を高め、民主政治における個人と国家の在り
方や民主社会に主体的に生きる人間の在り方について考察しようとしている。

○ ○

第３章　公共的な空間における基本的原理
１　近代的人間像の誕生（１）－近代の始まり
２　近代的人間像の誕生（２）－科学的な思考
３　国家社会と人間性（１）－社会契約説
４　国家社会と人間性（２）
　　　　　　　　　　－ヘーゲルとマルクス
５　国家社会と人間性（３）－実存主義
６　公共性の復権と他者についての思考
７　公正な社会と個人－現代の政治思想
　file６ 対話の意義

【知識・技能】
・近現代の思想家の在り方・生き方について理解を深め、その思想に関する基本的な知
識を身につけている。人間としての在り方生き方に関わる諸資料から，よりよく生きる行
為者として活動するために必要な情報を収集し，読み取っている。また、人間の尊厳と平
等，協働の利益と社会の安定性の確保を共に図ることが，公共的な空間を作る上で必
要であることについて理解している。
【思考・判断・表現】
・幸福，正義，公正などに着目して，公共的な空間における基本的原理について，思考
実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会との関わりにおい
て多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間における基本原理について、よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題
を主体的に解決しようとしている。

○ ○

定期考査 ○

態

・経験論や合理論などの科学的な思考、社会契約説、ヘーゲルや
マルクス、実存主義などの近代思想を通して、自然と人間との関わ
りを理解させ、社会の在り方と人間としての在り方生き方について
多面的・多角的に考察させる。
・ハーバーマスやアーレント、ロールズらの政治理論の理解をもと
に、「公共的な空間」として形成された現代社会の諸課題、「社会的
存在」である人間の在り方生き方について考察させる。

○

第１章　民主政治の原理
１　近代国家と立憲主義
　file７ 法の意義と役割
２　日本国憲法の成立
　file８ 憲法改正について考えよう

【知識・技能】
近代民主主義国家の成立や基本的な原理を、関係する諸資料などから適切に選択し、
その基本的な知識を身につけている。また、日本国憲法の成立についてその歴史的背
景と経緯について理解している。
【思考・判断・表現】
・近代民主主義国家における課題を見出し、個人と国家の在り方や民主社会に主体的
に生きる人間の在り方について、幸福、正義、公正の観点から多面的・多角的に考察
し、適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の近代民主主義国家に対する関心を高め、個人と国家の在り方や民主社会に主体
的に生きる人間の在り方について考察しようとしている。

○ ○ ○



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標

政治・経済（東京書籍）

公民 人間と社会についての見方・考え方を育み、現代の諸課題を追求・解決する活動を行う。また、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に、主体的に生き
る平和で民主的な社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

教科 公民 公共、政治・経済演習
公民 公共、政治・経済演習 4

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手
がかりとなる概念や理論などについて理解するとともに，諸資料から，社
会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

合意形成や社会参画に向け，国家および社会の形成者として必要な選択・
判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用し
て，現実社会に見られる複雑な課題について考察し，身につけた判断基準
を根拠に構想したり，社会の在り方などについて構想したことの妥当性や
効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断したり，表現したり
している。

よりよい社会の実現のために，国民主権を担う公民として，現代の諸課題
を主体的に解決しようとしている。
知識および技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身につけたり
することに向けた粘り強い取り組みを行おうとしている。また，粘り強い
取り組みを行うなかで，自らの学習を調整しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解しているととも
に，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめてることができる。

【思考力、判断力、表現力等】 現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論
【学びに向かう力、人間性等】 国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決する意欲や姿勢を持つことができる。

公共、政治・経済演習
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

１

学

期

○社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，習得した概念や理論
などを活用しながら，他者と協働して持続可能な社会の形成が求め
られる現代日本の諸課題の解決に向け，政治と経済を関連させて
多面的・多角的に考察したり構想したりする活動を通して，よりよい
社会の在り方についての自分の考えを説明，論述し，合意形成や
社会参画に向かうことができるようにする。

【現代日本の諸課題】
１ 少子高齢社会における社会保障
２ 地域社会の活性化
３ 多様な働き方・生き方の実現
４ 中小企業の意義と課題
５ 日本の財政の健全化
６ 持続可能な食料・農業の実現

【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の諸課題に関する諸資料について，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障，地域社会の活性化，多様な働き方・生き方の実現，中小企業の
意義と課題，日本財政の健全化，持続可能な食料・農業の実現，防災と安全・安心な社会の実現な
どについて，取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】	
・現代日本における政治・経済の諸課題について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題
を主体的に解決しようとし，合意形成や社会参画に向かおうとしている。

○ ○ ○ 14

○国際社会の成立と主権国家，国際社会の秩序維持と国際法，国
際連盟の成立と挫折，国際連合の役割と課題について理解する。
○国際社会のさまざまな主体やルールに着目して，国際社会にお
ける利害調整や紛争解決がどのように行われているか考察する。

【現代の国際政治】
■１節 国際政治のしくみ
１ 国際政治の特質
２ 国際社会と国際法
３ 国際連合の役割と課題

【知識・技能】
・国際社会の変遷，国際法の意義，国際連合をはじめとする国際機構の役割，軍縮と紛争防止，日
本の国際貢献について，現実社会の諸事象を通して理解を深めている。
・現代の国際政治に関する諸資料から，課題の解決に向けて考察，構想する際に必要な情報を適切
かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・個人の尊厳と基本的人権の尊重，対立，協調，効率，公正などに着目して，国際法の果たす役割お
よび国際平和と人類の福祉に寄与する日本の役割について，多面的・多角的に考察，構想し，表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】	
・現代の国際政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと

○ ○ ○ 6

○第二次世界大戦後の国際関係の展開と日本，地域主義の動き，
軍縮の動向と課題，地域紛争と難民問題，国際社会における日本
の役割について理解する。
○国際社会の各主体の役割や自分自身との関わりに着目して，国
際対立や地域紛争を解決し，平和を実現するにはどうすればよい
か考察する。

【現代の国際政治】
■２節 複雑化する国際政治と日本
１ 戦後国際関係の展開と日本
２ 冷戦後の国際関係と日本
３ 地域主義の動き
４ 軍縮の動向と課題
５ 紛争・難民・テロリズム
６ 国際社会における日本の役割

【知識・技能】
・第二次世界大戦後の国際関係の展開と日本，地域主義の動き，軍縮の動向と課題，地域紛争と難
民問題，国際社会における日本の役割について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の各主体の役割や自分自身との関わりに着目して，国際対立や地域紛争を解決し，平和
を実現するにはどうすればよいか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】	
・現代の国際政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 14

○自由貿易と国際分業，為替レートの変動，国際収支のしくみ，戦
後国際経済体制の展開，南北問題や南南問題について理解する。

○貿易自由化や国際的な経済格差の現状を踏まえて，世界の人々
のより豊かな生活を実現するためにはどうすればよいか考察する。

【現代の国際経済】
■１節 国民経済と国際経済
１ 貿易と国際収支
２ 戦後国際経済体制の展開
３ 発展途上国の経済

定期考査（授業内） ○ ○

○社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代日本の経
済に関わる諸課題について多面的・多角的に考察したり，解決に向
けて構想したりする活動を通して，現代日本の経済に関わる概念や
理論などを理解できるようにするとともに，課題を意欲的に追究す
る。
○経済主体と経済の循環，企業の活動と社会的責任，市場経済の
機能と限界，国民所得と経済成長，物価と国民生活，金融・財政の
しくみと機能について理解する。
○企業，市場経済，国民所得，金融・財政の観点に着目し，現代の
経済はどのようなしくみで，どのような課題を抱えているか考察す
る。

【現代日本の経済】
■１節 現代の資本主義経済
１ 経済活動の意義
２ 資本主義経済の発展と変容
■２節 現代経済のしくみ
１ 経済主体と経済の循環
２ 生産のしくみと企業
３ 市場経済の機能と限界
４ 国民所得と経済成長
５ 金融のしくみと機能
18歳からの社会参加③ ライフプランと金融
６ 財政のしくみと機能

【知識・技能】
・経済活動の特徴，資本主義経済の成立と変容，社会主義経済と新自由主義，経済主体と経済の循
環，企業の活動と社会的責任，市場経済の機能と限界，国民所得と経済成長，物価と国民生活，金
融・財政のしくみと機能について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・資本主義経済の特徴に着目し，資本主義経済が今日の世界経済の主流となったのはなぜか多面
的・多角的に考察し，表現している。
・企業，市場経済，国民所得，金融・財政の観点に着目し，現代の経済はどのようなしくみで，どのよ
うな課題を抱えているか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の資本主義経済及び日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主
体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 18

【知識・技能】
・自由貿易と国際分業，為替レートの変動，国際収支のしくみ，戦後国際経済体制の展開，南北問題
や南南問題について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・貿易自由化や国際的な経済格差の現状を踏まえて，世界の人々のより豊かな生活を実現するため
にはどうすればよいか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

○グローバル化する世界経済や，地球環境問題，資源・エネルギー
問題，貧困問題などの主要な地球的課題について理解する。

○地球社会の一員としての立場から，地球規模の課題について自
分はどのように対処していけばよいか考察する。

【現代の国際経済】
■２節 世界経済の現状と課題
１ グローバル化する世界経済
２ 地球環境問題
３ 資源・エネルギー問題
４ 人口・貧困・感染症

【知識・技能】
・グローバル化する世界経済や，地球環境問題，資源・エネルギー問題，貧困問題などの主要な地球
的課題について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・地球社会の一員としての立場から，地球規模の課題について自分はどのように対処していけばよい
か多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

２

学

期

○公害と環境保全，農業・食料問題，中小企業の現状と課題，情報
化の進展と課題，消費者問題，雇用と労働問題，社会保障と福祉
社会の実現について理解する。
○日本の経済や社会が抱える諸課題の解決に向けて自分には何
ができるか考察する。

【現代日本の経済】
■４節 福祉社会と日本経済の課題
１ 公害と環境保全
２ 農業・食料問題
３ 中小企業の現状と課題
４ 情報化の進展と社会の変化
５ 消費者問題
18歳からの社会参加④ 消費者市民社会の実現に向けて
６ 雇用と労働問題
18歳からの社会参加⑤ 働き方について考える
７ 社会保障と福祉

【知識・技能】
・公害と環境保全，農業・食料問題，中小企業の現状と課題，情報化の進展と課題，消費者問題，雇
用と労働問題，社会保障と福祉社会の実現について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・日本の経済や社会が抱える諸課題の解決に向けて自分には何ができるか多面的・多角的に考察
し，表現している。	
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 16

○民主政治への道のりと現代の民主政治，法と民主政治，基本的
人権の確立と国際化について理解する。

○法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現
するためにはどのようなことが必要か考察する。

【現代日本の政治】
■１節　民主政治の基本原理
１ 民主政治の成立
２ 法と民主政治
18歳からの社会参加① 18歳になるとできること
３ 基本的人権の確立
４ 現代の民主政治

【知識・技能】
・民主政治への道のりと現代の民主政治，法と民主政治，基本的人権の確立と国際化について理解
している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現するためにはどのようなことが必要
か多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 8

○世界のおもな政治体制について理解する。
○法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現
するためにはどのようなことが必要か考察する。
○日本国憲法の特徴や憲法改正の議論，基本的人権の保障と「公
共の福祉」，平和主義の意義と日本の安全保障体制について理解
する。
○近年の「新しい人権」や安全保障などをめぐる議論に着目し，日
本国憲法が現在の日本においてどのような役割を果たしているか
考察する。

【現代日本の政治】
■１節　民主政治の基本原理
５ 世界のおもな政治体制
【現代日本の政治】
■２節 日本国憲法の基本原理
１ 日本国憲法の制定と基本原理
２ 基本的人権の保障
３ 平和主義

【知識・技能】
・世界のおもな政治体制について理解している。
・明治憲法と比べた日本国憲法の特徴や憲法改正の議論，基本的人権の保障と「公共の福祉」との
関係，平和主義の意義と日本の安全保障体制について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現するためにはどのようなことが必要
か多面的・多角的に考察し，表現している。
・近年の「新しい人権」や安全保障などをめぐる議論に着目し，日本国憲法が現在の日本においてど
のような役割を果たしているか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 7

○国会の権限や運営，内閣の機能と国会との関係，司法権の独立
の必要性や裁判のしくみ，地方自治の運営と住民の権利について
理解する。
○国会，内閣，裁判所，地方自治それぞれで行われた改革に着目
し，日本の政治機構にはどのような課題があり，どうすればそれを
解決できるか考察する。

【現代日本の政治】
■３節 日本の政治機構
１ 国会と立法
２ 内閣と行政
３ 裁判所と司法
４ 地方自治

【知識・技能】
・国会の権限や運営，内閣の機能と国会との関係，司法権の独立の必要性や裁判のしくみ，地方自
治の運営と住民の権利について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国会，内閣，裁判所，地方自治それぞれで行われた改革に着目し，日本の政治機構にはどのような
課題があり，どうすればそれを解決できるか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

○戦後日本経済の発展と日本経済の現状について理解する。

○現在の日本経済が抱える課題に着目しながら，戦後の日本経済
がどのような変遷をたどってきたか考察する。

【現代日本の経済】
■３節 日本経済の発展と現状
１ 戦後日本経済の発展
２ 日本経済の現状

【知識・技能】
・戦後日本経済の発展と，日本経済の現状について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・現在の日本経済が抱える課題に着目しながら，戦後の日本経済がどのような変遷をたどってきたか
多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 7

・個人の尊重と基本的人権の保障、法の支配や立憲主義という近
代民主主義国家の基本的な原理を理解させ、国民の自由や権利が
保障されていることの意義を考察させる。
・日本国憲法の成立について、その歴史的背景と経緯について理
解を深める。

■民主政治の原理
１　近代国家と立憲主義
　file７ 法の意義と役割
２　日本国憲法の成立
　file８ 憲法改正について考えよう

○政党政治と利益集団，選挙の意義としくみ，選挙をめぐる諸問
題，世論形成におけるマスメディアの役割について理解する。

○具体的な政策を通して，主権者である自分はどのように政治参
加をしていけばよいか考察する。

【現代日本の政治】
■４節 現代政治の特質と課題
１ 戦後政治と政党
２ 選挙と政治意識
３ 世論と政治参加
18歳からの社会参加② 選挙権の行使に向けて

【知識・技能】
・政党政治と利益集団，選挙の意義としくみ，選挙をめぐる諸問題，世論形成におけるマスメディアの
役割について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・主権者である自分はどのように政治参加をしていけばよいか，具体的な政策を通して多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ 〇 〇 5

定期考査(授業内) ○ ○

【知識・技能】
近代民主主義国家の成立や基本的な原理を、関係する諸資料などから適切に選択し、その基本的な
知識を身につけている。また、日本国憲法の成立についてその歴史的背景と経緯について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・近代民主主義国家における課題を見出し、個人と国家の在り方や民主社会に主体的に生きる人間
の在り方について、幸福、正義、公正の観点から多面的・多角的に考察し、適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代の近代民主主義国家に対する関心を高め、個人と国家の在り方や民主社会に主体的に生きる
人間の在り方について考察しようとしている。

○ ○ ○ 3

・日本国憲法の三つの基本原理を踏まえ、平和主義と日本をめぐる
安全保障に関する情勢を理解させる。
・日本国憲法が保障している基本的人権の内容を通して、政治制度
との関わりについて考察させ、個人の尊厳、自由、平等などの社会
的価値について理解を深めさせる。
・現代社会において、基本的人権を拡充するものとして主張されて
いる新しい人権の内容を理解させるとともに、国際社会における人
権に関する諸条約の意義を考察させる。

■人権の尊重と日本国憲法
１　日本国憲法の三原理と人権保障
２　平和主義と国際社会
３　平等権
４　自由権
　file９　多様化する社会の人権①
　file10　多様化する社会の人権②
５　社会権
６　参政権の保障と国務請求権
７　新しい人権
　file11　多様化する家族について考えよう
８　グローバル化と国際人権

【知識・技能】
日本国憲法の人権規定や新しい人権、人権諸条約などの内容とともに、基本的人権の具体的な意
味と法の支配、立憲主義の概念を理解している。憲法の平和主義についての内容や、今日の安全保
障をめぐる情勢について理解している。
【思考・判断・表現】
・憲法の人権保障について、法の支配、個人の尊重を基礎に人権を考察しており、権利をめぐる様々
な立場を踏まえて判断して考察し、表現している。また、平和主義と今日の安全保障政策の課題や方
向性について、幸福、正義、公正の観点から考察し、多様な見方を踏まえて判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
憲法と人権に関心を持ち、自己の生き方と結び付けて考察しようとしている。国際協調と平和主義を
基礎とする日本の安全保障と自己の生き方を結びつけて関心を高めている。

○ ○ ○

8

合計

140

３

学

期

・青年期の特徴と発達課題、様々な人間の心の在り方について理
解させ、豊かな自己形成に向けて、他者と共によりよく生きる自己
の生き方についての思索を深める。
・ギリシア哲学や宗教の学習を通して、「幸福」「愛」「徳」などの観点
から、人間としての在り方生き方について思索させるとともに、人生
における宗教や芸術のもつ意義について理解させる。
・日本の思想が我が国の風土や伝統、外来思想の影響を受けなが
ら形成されてきたことを理解させ、国際社会に生きる日本人としての
自己の在り方生き方について多面的・多角的に考察させる。

■公共的な空間をつくる私たち
１　私たちの人生と社会
２　青年期の心理と課題
　file１ 職業の選択とライフコース
３　哲学の始源と発展　－ギリシャ思想
４　一神教の教え
５　東洋の宗教と思想（１）　－仏教
６　東洋の宗教と思想（２）　－儒教
７　日本の風土と神仏への信仰
８　江戸時代の学問と近代化への歩み
　file２　伝統芸能と日本的な美意識

【知識・技能】
・生涯における青年期の意義や、現代社会における青年の状況について理解し、その基本的な知識
を身につけている。先哲の在り方・生き方について理解を深め、先哲の著した原典資料を適切に活用
し、その思想に関する基本的な知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
・自己の内面形成と社会とのかかわりに着目させながら、自己形成の課題について考察し、適切に
表現している。先哲の在り方・生き方に触れて考えたことを、自らの言葉で適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間を作る私たちについて、よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解決し
ようとしている。

○ ○ ○ 6

・カントの思考と功利主義の考え方の理解をもとに，社会の構成員
としての自己を意識させるとともに，「幸福」「正義」「公正」などの観
点から，他者との関わりや社会のあり方について考察させる。
・生命科学や医療技術の進展にともなって生じた倫理的課題から、
生きることの意義について思索させるとともに、「幸福」「公正」など
の観点から、社会のあり方について考察させる。
・深刻化する環境問題とその解決に向けた取り組みを理解させ、地
球規模の課題を身近な地域の問題として捉え、社会の構成員として
生きる自己のあり方について考察させる。

■公共的な空間における人間
１　義務論と功利主義
　file３ 思考実験
２　生命倫理
　file４　代理出産を認めるべきか
３　環境倫理
　file５　環境を守るために何ができるか

【知識・技能】
・行為の結果である個人や社会全体の幸福を重視する考え方や，行為の動機となる公正などの義務
を重視する考え方などについて理解している。生命科学や科学技術の進展に伴い、様々な課題が生
じてきていることを理解し、その基本的な知識を身につけている。環境に関わる政治・経済体制や倫
理観の重要性を理解し、その基本的な知識を身につけている。
【思考・判断・表現】
・幸福，正義，公正などに着目して，倫理的価値の判断において，行為の結果である個人や社会全
体の幸福を重視する考え方と，行為の動機となる公正などの義務を重視する考え方などを活用し，思
考実験など概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，人間としての在り方生き方を多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間を作る人間としての在り方生き方について、よりよい社会の実現を視野に現代の諸課
題を主体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

・経験論や合理論などの科学的な思考、社会契約説、ヘーゲルや
マルクス、実存主義などの近代思想を通して、自然と人間との関わ
りを理解させ、社会の在り方と人間としての在り方生き方について
多面的・多角的に考察させる。
・ハーバーマスやアーレント、ロールズらの政治理論の理解をもと
に、「公共的な空間」として形成された現代社会の諸課題、「社会的
存在」である人間の在り方生き方について考察させる。

■公共的な空間における基本的原理
１　近代的人間像の誕生（１）－近代の始まり
２　近代的人間像の誕生（２）－科学的な思考
３　国家社会と人間性（１）－社会契約説
４　国家社会と人間性（２）
　　　　　　　　　　－ヘーゲルとマルクス
５　国家社会と人間性（３）－実存主義
６　公共性の復権と他者についての思考
７　公正な社会と個人－現代の政治思想
　file６ 対話の意義

【知識・技能】
・近現代の思想家の在り方・生き方について理解を深め、その思想に関する基本的な知識を身につけ
ている。人間としての在り方生き方に関わる諸資料から，よりよく生きる行為者として活動するために
必要な情報を収集し，読み取っている。また、人間の尊厳と平等，協働の利益と社会の安定性の確
保を共に図ることが，公共的な空間を作る上で必要であることについて理解している。
【思考・判断・表現】
・幸福，正義，公正などに着目して，公共的な空間における基本的原理について，思考実験など概念
的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会との関わりにおいて多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間における基本原理について、よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的に解
決しようとしている。



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）
教科 の目標：

科目 の目標：

2026年度版ニュース検定公式テキスト３・４級(日本ニュース時事能力検定協会)
公民 社会的事象に強い興味・関心を持ち、自ら課題を設定して問題解決に取り組む。新聞記事を利用して論述したり、調査・研究を行ってレポートを作成したりす

【 知　識　及　び　技　能 】 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまと
めてることができる。

【思考力、判断力、表現力等】 現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを
議論できる。

【学びに向かう力、人間性等】 国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決する意欲や姿勢を持つことができる。

公民 教養社会
公民 教養社会 2

○ 7

・ビジネスプランについて経営者からフィードバックを受け、経営者
の考え方を学ぶ。

経営者の熱意や苦労を学び、新しいものに挑戦することの重要性を
理解する。

教養社会
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

現代の諸課題を捉え、考察し、選択・判断するための手掛かりとなる概念
や理論について理解している。また、諸資料から、倫理的主体として活動
するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べ、まとめることができ
る。

現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や
公共的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的
に考察し公正に判断する力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力がある。

自らが国際社会の中で価値ある国家・社会を形成していく責任を自覚し行
動し、その形成に主体的にかかわる存在であること。自らが国際社会の形
成者として、平和で民主的な国家・社会を維持・発展させることについて
の日本国民として必要な自覚と資質を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

【知識・技能】
起業する際に必要な準備や考え方について理解する。
【思考・判断・表現】
消費者のニーズをどのようにとらえるか、どのように資金調達をすべきか、どのような価
値を市場に生み出すか、考え表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】経営者から起業しようと思った熱意や会社経営におけ
る苦労について話を聞き、起業することの意義や課題について主体的に考えようとして
いる。

○ ○ ○ 3

・国内外の社会問題について調べ、関心を持たせる。議論すべき論
点を考えさせることで、より深く考察する力を育成する。

・国内外の社会問題を一つ決め、何が問題か、解決が進まない理
由は何か、考察させ、そのうえで、その社会問題について議論すべ
き論点を一つ決める。

【知識・技能】
国内外に様々な社会問題があることを理解する。
【思考・判断・表現】
様々な社会問題の現状や議論について正しい情報を収集しまとめることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】自ら社会問題に関心を持ち、テーマを設定し主体的に
調べようとしている。

○ ○ ○ 9

１

学

期

現代社会における近年のニュースについて調べ、どのような活動に
取り組みたいか問題設定を行う。

新聞やニュース動画を見て、自分の関心分野と現代社会の問題に
おける関連を考察する。

【知識・技能】・近年のニュースの用語が理解できる。
【思考・判断・表現】近年のニュースについて自分の意見を考えることができる。
【主体的に取り組む態度】自分の関心のある社会問題にかかわる探究活動について今
後どのように取り組みか見通しを立てる。

○ ○ ○ 6

ビジネスプランを構想し、経営学・経済学の基礎的な知識と思考力
を養う。

ビジネスプランを構想するにあたり、現代の様々な企業がどのよう
なビジネス戦略を立てているか学び、プレゼンテーションを作成す
る。また、ビジネスプランを構想するにあたり、ターゲットやニーズ、
価格や資金の借り入れなど様々な方法を学ぶ。

【知識・技能】
・ビジネスを構想する際に必要な考え方、具体的にはターゲットの設定、ニーズの設定、
価格や資金の借り入れなどについて理解する。
【思考・判断・表現】
・既存のビジネスの仕組みを学び、そこからどのように発展させたら独自性のあるビジネ
スが生まれるか考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・個人や社会が抱えている困りごとを解決しようとするビジネスプランを主体的に考えよう
としている。

○ ○ ○ 4

・自分で構想したビジネスプランについて発表し、プレゼンテーショ
ン能力を養う。

ビジネスプランの発表項目、発表方法を学ぶ。また、お互いの発表
を聞いてビジネスプランをブラッシュアップさせる。

【知識・技能】
・ビジネスを構想する際に必要な考え方、具体的にはターゲットの設定、ニーズの設定、
価格や資金の借り入れなどについて理解する。
【思考・判断・表現】
・発表活動を通して、効果的なプレゼンテーション方法を試行錯誤しようとすることができ
る。　　　　　　　　　　　　　【主体的に学習に取り組む態度】
・個人や社会が抱えている困りごとを解決しようとするビジネスプランを主体的に考えよう
としている。

○ ○

２

学

期

自らが決めた社会問題について一人で考察を深めるのではなく、
論点を設定しほかの人にも意見を聞くことで、多角的に考察を深め
る力を育成する。

自らが決めた社会問題における議論すべき論点について、受講者
同士で議論したり、校内でインタビューやアンケート調査活動を行
う。

【知識・技能】
社会問題における様々な議論すべき論点とそれぞれの立場を理解している。
【思考・判断・表現】
社会問題についての議論すべき論点を打ち出し、ほかの人の意見を聞くことでより深い
考察をしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
社会問題の考察を深めるための論点を自ら設定し、より多くの人の意見を聞き、考察を
深めようとしている。

○ ○ ○ 6

より多くの人に社会問題に関心を持ってもらうための模造紙を作成
することで情報をまとめ発信する力を育成する。

自らが決めた社会問題の現状と、その社会問題についての論点、
その論点に対する様々な人の意見と自分の考察を模造紙にまとめ
る。

【知識・技能】
視覚的に見やすく、わかりやすく、関心を持ちやすいポスターを作成することができる。
【思考・判断・表現】
より多くの人が関心を持てるように社会問題の現状や論点について表現することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
自分が設定した社会問題についてより多くの人に関心を持ってもらえるように表現方法
を試行錯誤しようとすることができる。

○ ○ ○ 6

国外の問題に関心を持ち、自ら調べようとする力を育成する。 国外にどのような問題があるか設定し、調べ学習を行う。

【知識・技能】
国際社会の基本的な考え方や国際連合などの諸資料を活用して、国際法の役割、国際
連合のしくみや機能、人権に関する諸条約などについての知識を身につけ、理解を深め
ている。
【思考・判断・表現】
・国際社会において幸福、正義、公正の観点から諸問題への見解を表現し、多様な意見
を踏まえて判断している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際社会における主権国家間の関係に関心を持ち、国際社会の動向に主体的に考察し

○ ○ ○ 7

国外の問題をどのように解決すべきか主体的に考察する力を育成
する。

国外の問題に取り組むNGOを一つ選び、調べ、発表活動を行う。

【知識・技能】
戦後の国際政治の動きや現代の国際紛争、資源、兵器、貧困、環境問題などの課題に
ついて基本的な知識を身につけ、今日の国際情勢について理解している。
【思考・判断・表現】
・諸国民の幸福、正義、公正の観点から、国際問題について見解を表現し、どのように解
決すべきかNGOの取り組みを参考に思考・表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際的な課題解決について日本の在り方と結び付けて考察しようとしている。

○ ○ ○ 4

○ ○

○ ○

３

学

期

新聞やSNSなどメディアの役割について理解させる。その際、情報
リテラシーなどについての基本的な知識を身につけさせ、情報の得
方について多面的・多角的に考察させる。

一つのニュースについてどのような意見が新聞やテレビ、SNSで言
われているか比較し、議論を行う。

【知識・技能】
私たちの生活におけるメディアの役割について理解している。
【思考・判断・表現】
・私たちの生活におけるメディアの役割について、情報リテラシーの観点から考察し、多
様な意見を踏まえて、自己の考えを適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの生活におけるメディアの役割について、その社会に生きる自らの考えにちかづ
けて考察しようとしている。

○ ○ ○ 4

新聞やSNSなどメディアの役割について理解させる。その際、情報
リテラシーなどについての基本的な知識を身につけさせ、情報の得
方について多面的・多角的に考察させる。

一つのニュースについてどのような意見が新聞やテレビ、SNSで言
われているか比較し、議論を行う。

【知識・技能】
私たちの生活におけるメディアの役割について理解している。
【思考・判断・表現】
・私たちの生活におけるメディアの役割について、情報リテラシーの観点から考察し、多
様な意見を踏まえて、自己の考えを適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの生活におけるメディアの役割について、その社会に生きる自らの考えにちかづ
けて考察しようとしている。

○ ○ ○ 10

新聞やSNSなどメディアの役割について理解させる。その際、情報
リテラシーなどについての基本的な知識を身につけさせ、情報の得
方について多面的・多角的に考察させる。

一つのニュースについてどのような意見が新聞やテレビ、SNSで言
われているか比較し、議論を行う。

【知識・技能】
私たちの生活におけるメディアの役割について理解している。
【思考・判断・表現】
・私たちの生活におけるメディアの役割について、情報リテラシーの観点から考察し、多
様な意見を踏まえて、自己の考えを適切に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
私たちの生活におけるメディアの役割について、その社会に生きる自らの考えにちかづ
けて考察しようとしている。

○ 〇 〇
4

合計

70
定期考査 ○ ○



令和 8 年度

科目分類

単位数

担当者

学期 月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

年 間 授 業 計 画 東京都立 小川 高等学校

教科名 地理・歴史科 自由選択
科目名 日本史演習 ６ 単位
学年 ３学年

教科書 詳説日本史（山川出版社）、新詳日本史（浜島書店）

予定時数 指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法

一

学

期

中

間
36

・日本文化のあけぼ
の
・律令国家の形成
・貴族と国風文化

・旧石器時代から飛鳥
時代までの社会の変化
を理解する。
・大陸文化の影響、習
俗の推移など人々の生
活について理解する。
・貴族社会の特質を理

【関】出席状況、授業
態度
【思】授業中の問題
【技】小テスト
【知】提出課題

期

末
36

・中世社会の成立
・武家社会の成長
・幕藩体制の確立

・院政・平氏政権・鎌倉
幕府・室町幕府それぞ
れの違いを理解する。
・古代から中世にかけ
ての国家の展開と各時
代の文化の特色につ
いて理解する。

【関】出席状況、授業
態度
【思】授業中の問題
【技】小テスト
【知】提出課題

三

学

期

学

年

末

4 ・激動する世界と日本

・第二次世界大戦の終
結から今日に至る我が
国の歴史について理解
する。
・日本の文化や課題に
ついて理解する。

【関】出席状況、授
業態度
【思】授業中の問題
【技】小テスト
【知】提出課題

二

学

期

中

間
42

・幕藩体制の展開
・幕藩体制の動揺
・近代国家の成立
・二つの世界大戦とア
ジア

・幕藩体制の特色と推
移、社会や文化の動向
について理解する。
・産業の発展について
理解する。
・倒幕への過程と維新
政府の政策を理解す
る。
・日露戦争から第二次
世界大戦までの諸外国

【関】出席状況、授業
態度
【思】授業中の問題
【技】小テスト
【知】提出課題

期

末
36 ・占領下の日本

・高度成長の時代

・我が国の立憲国家と
しての展開について理
解する。
・日本経済と国際経済
とのかかわりを理解す
る。

【関】出席状況、授業
態度
【思】授業中の問題
【技】小テスト
【知】提出課題



年間授業計画

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 3 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

３

学

期

授業終了

２

学

期

・国ごとの歴史をそれぞれ確認することで、タテのつながりがバラバ
ラにならないようにすることで、世界史の大きな流れについて、より
深く理解できている
・タテのつながりを意識しつつも、同時代の横のつながりについても
理解することができている
・各国の大まかな歴史の流れを、教科書などを見ることなく説明す
ることができている。
・これまでの学習をふまえて、問題演習を行い、学んだ知識を定着
させることができている

・各国史
・問題演習

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○

・帝国主義とアジアの民族運動
・第一次世界大戦と世界の変容

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○

定期考査

１

学

期

・西欧において近世へと移り変わっていった流れと、その契機につ
いて理解している。
・ヨーロッパにおける主権国家について、中世の国と比較しながら、
その特徴について理解している。
・主権国家体制が、各国でどのように形成していったかについて理
解している。
・ドイツ地域において、統一国家が成立しなかった要因について、
考察し表現している。
・近世ヨーロッパにおける科学革命と啓蒙思想について、政治史と
のかかわりも踏まえながら理解している。
・産業革命と環大西洋革命が、世界にどのような影響を与えたかに
ついて考察し表現している

・近世ヨーロッパ世界の動向
・産業革命と環大西洋革命

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 12

・ウィーン体制の特徴について、理解している
・ウィーン体制下の、各国の動向について理解している。
・各国におけるナショナリズムの動きについて理解している。
・混沌とした国際社会における、各国のねらいについて、その動向
などから考察し表現している
・世界が一体化していく中で、アジア世界がどのように変容していっ
たかについて理解している。
・列強諸国とアジア諸国とのかかわりついて理解している

・冷戦の大きな流れについて理解している。
・冷戦の中で形成された第三世界について、その成り立ちと特徴に
ついて理解している。
・冷戦がどのようにして終結したかについて理解している。
・今日の世界がどのようにして形作られたかについて理解するとと
もに、今後の世界をよりよくしていくため、世界の課題を主体的に探
究していこうとしている。

・冷戦と第三世界の台頭
・冷戦の終結と今日の世界

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 12

○

・帝国主義の特徴とその本質について、理解している。
・列強による世界分割がなぜ進んだかについて、考察し表現してい
る
・列強体制がどのようにして二分化していったかについて理解し、そ
れが世界にどのような影響を与えたかについて考察し表現している
・アジア諸国における民族運動について、それぞれの特徴を理解し
ている
・第一次世界大戦がなぜ起こったかについて考察し表現している
・第一次世界大戦の大きな流れについて理解している

○

○

○ ○

18

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

・第一次世界大戦後の世界がどのように変容していったかについて
理解している
・世界恐慌がせかいにどのような影響を与えたかについて考察し表
現している
・第二次世界大戦の大まかな流れについて理解している。
・戦後世界がどのようにして形成したかについて理解している

・イギリスの優位と欧米国民国家の形成
・アジア諸地域の動揺

・第二次世界大戦と新しい国際秩序の形成

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとしている

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史 世界史演習
地理歴史 世界史演習 6

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまと
める技能を身に付けている

・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多
面的・多角的に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付け
ている

詳説世界史（山川出版社）　アカデミア世界史（浜島書店）

地理歴史

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現代世界とのつながりなどに着目して，多面的・多角
的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養う

世界史演習

【 知　識　及　び　技　能 】

社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的
な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

定期考査 ○ ○

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとともに，諸資料から世界の歴史に関する様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする

○ ○ ○ 18

12

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ 18

○

○ ○

0

合計

150

授業終了

定期考査

授業終了

0

0

○ 24

・これまでの学習を踏まえ、本校生徒が多く受験する大学の過去問
を中心に演習を行い、世界史知識をより定着させることができてい
る
・生徒自身が受験する大学の過去問演習も行い、過去問分析を行
うことで、自身の今後の勉強について、計画を立てることができてい
る
・演習と復習を繰り返しながら、苦手分野の克服をすることができて
いる

・過去問演習と解説

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 18

・経済史や思想史、制度史など、生徒にとって理解しづらいテーマ
について、時代の流れの中でまとめて確認することで、世界史につ
いての理解をさらに深めている。
・これまでの学習をふまえて、問題演習を行い、学んだ知識を定着
させることができている

・テーマ史
・問題演習

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている

○ ○ ○ 18

・これまでの学習を踏まえ、本校生徒が多く受験する大学の過去問
を中心に演習を行い、世界史知識をより定着させることができてい
る
・生徒自身が受験する大学の過去問演習も行い、過去問分析を行
うことで、自身の今後の勉強について、計画を立てることができてい
る
・演習と復習を繰り返しながら、苦手分野の克服をすることができて
いる

・過去問演習と解説

【知識・技能】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象について理解している
・諸資料から世界の歴史に関する様々ン情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を
身に付けている
【思考力、判断力、表現力】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義などを、多面的・多角的
に考察している
・歴史にみられる課題を把握し解決を視野に入れて構想する力を身に付けている
【主体的に学習に取り組む態度】
・世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとしている



年間授業計画

高等学校 令和8年度（3学年用）  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位
対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組
使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

教科 公民 政治・経済
公民 政治・経済 2

○ ○ ○ 3

○国会の権限や運営，内閣の機能と国会との関係，司法権の独立
の必要性や裁判のしくみ，地方自治の運営と住民の権利について
理解する。

○国会，内閣，裁判所，地方自治それぞれで行われた改革に着目
し，日本の政治機構にはどのような課題があり，どうすればそれを
解決できるか考察する。

【 知　識　及　び　技　能 】 選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解しているとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめてること
ができる。
現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論
国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決する意欲や姿勢を持つことができる。

政治・経済
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手
がかりとなる概念や理論などについて理解するとともに，諸資料から，社
会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめている。

合意形成や社会参画に向け，国家および社会の形成者として必要な選択・
判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論などを活用し
て，現実社会に見られる複雑な課題について考察し，身につけた判断基準
を根拠に構想したり，社会の在り方などについて構想したことの妥当性や
効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断したり，表現したり
している。

よりよい社会の実現のために，国民主権を担う公民として，現代の諸課題
を主体的に解決しようとしている。
知識および技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身につけたり
することに向けた粘り強い取り組みを行おうとしている。また，粘り強い
取り組みを行うなかで，自らの学習を調整しようとしている。

政治・経済（東京書籍）

公民 人間と社会についての見方・考え方を育み、現代の諸課題を追求・解決する活動を行う。また、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に、主体的に生き
る平和で民主的な社会の形成者に必要な公民としての資質・能力を育成する。

【現代日本の政治】
■３節 日本の政治機構
１ 国会と立法
２ 内閣と行政
３ 裁判所と司法
４ 地方自治

【知識・技能】
・国会の権限や運営，内閣の機能と国会との関係，司法権の独立の必要性や裁判のしくみ，地方自
治の運営と住民の権利について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国会，内閣，裁判所，地方自治それぞれで行われた改革に着目し，日本の政治機構にはどのような
課題があり，どうすればそれを解決できるか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 4

○政党政治と利益集団，選挙の意義としくみ，選挙をめぐる諸問
題，世論形成におけるマスメディアの役割について理解する。

○具体的な政策を通して，主権者である自分はどのように政治参
加をしていけばよいか考察する。

【現代日本の政治】
■４節 現代政治の特質と課題
１ 戦後政治と政党
２ 選挙と政治意識
３ 世論と政治参加
18歳からの社会参加② 選挙権の行使に向けて

【知識・技能】
・政党政治と利益集団，選挙の意義としくみ，選挙をめぐる諸問題，世論形成におけるマスメディアの
役割について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・主権者である自分はどのように政治参加をしていけばよいか，具体的な政策を通して多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当
時数

１

学

期

○民主政治への道のりと現代の民主政治，法と民主政治，基本的
人権の確立と国際化，世界のおもな政治体制について理解する。

○法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現
するためにはどのようなことが必要か考察する。

【現代日本の政治】
■１節　民主政治の基本原理
１ 民主政治の成立
２ 法と民主政治
18歳からの社会参加① 18歳になるとできること
３ 基本的人権の確立
４ 現代の民主政治
５ 世界のおもな政治体制

【知識・技能】
・民主政治への道のりと現代の民主政治，法と民主政治，基本的人権の確立と国際化，世界のおも
な政治体制について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・法や人権，少数派などの観点に着目し，よりよい民主政治を実現するためにはどのようなことが必要
か多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

○日本国憲法の特徴や憲法改正の議論，基本的人権の保障と「公
共の福祉」，平和主義の意義と日本の安全保障体制について理解
する。

○近年の「新しい人権」や安全保障などをめぐる議論に着目し，日
本国憲法が現在の日本においてどのような役割を果たしているか
考察する。

【現代日本の政治】
■２節 日本国憲法の基本原理
１ 日本国憲法の制定と基本原理
２ 基本的人権の保障
３ 平和主義

【知識・技能】
・明治憲法と比べた日本国憲法の特徴や憲法改正の議論，基本的人権の保障と「公共の福祉」との
関係，平和主義の意義と日本の安全保障体制について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。	
【思考・判断・表現】
・近年の「新しい人権」や安全保障などをめぐる議論に着目し，日本国憲法が現在の日本においてど
のような役割を果たしているか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ 8

○社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の国際政
治に関わる諸課題について多面的・多角的に考察したり，解決に向
けて構想したりする活動を通して，現代の国際政治に関わる概念や
理論などを理解できるようにするとともに，国際平和と人類の福祉
に寄与しようとする自覚を深める。

○第二次世界大戦後の国際関係の展開と日本について理解する。

【現代の国際政治】
■１節 国際政治のしくみ
１ 国際政治の特質
２ 国際社会と国際法
３ 国際連合の役割と課題

■２節 複雑化する国際政治と日本
１ 戦後国際関係の展開と日本
２ 冷戦後の国際関係と日本

○社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代日本の経
済に関わる諸課題について多面的・多角的に考察したり，解決に向
けて構想したりする活動を通して，現代日本の経済に関わる概念や
理論などを理解できるようにするとともに，課題を意欲的に追究す
る。
○経済主体と経済の循環，企業の活動と社会的責任，市場経済の
機能と限界，国民所得と経済成長，物価と国民生活，金融のしくみ
と機能について理解する。
○企業，市場経済，国民所得，金融の観点に着目し，現代の経済
はどのようなしくみで，どのような課題を抱えているか考察する。

【現代日本の経済】
■１節 現代の資本主義経済
１ 経済活動の意義
２ 資本主義経済の発展と変容
■２節 現代経済のしくみ
１ 経済主体と経済の循環
２ 生産のしくみと企業
３ 市場経済の機能と限界
４ 国民所得と経済成長
５ 金融のしくみと機能
18歳からの社会参加③ ライフプランと金融

【知識・技能】
・経済活動の特徴，資本主義経済の成立と変容，社会主義経済と新自由主義，経済主体と経済の循
環，企業の活動と社会的責任，市場経済の機能と限界，国民所得と経済成長，物価と国民生活，金
融のしくみと機能について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・資本主義経済の特徴に着目し，資本主義経済が今日の世界経済の主流となったのはなぜか多面
的・多角的に考察し，表現している。
・企業，市場経済，国民所得，金融の観点に着目し，現代の経済はどのようなしくみで，どのような課
題を抱えているか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の資本主義経済及び日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主
体的に解決しようとしている。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

【知識・技能】
・国際社会の成立と主権国家，国際社会の秩序維持と国際法，国際連盟の成立と挫折，国際連合の
役割と課題，第二次世界大戦後の国際関係の展開と日本について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国際社会のさまざまな主体やルールに着目し，国際社会における利害調整や紛争解決がどのよう
に行われているか多面的・多角的に考察し，表現している。
・国際社会の各主体の役割や自分自身との関わりに着目して，国際対立や地域紛争を解決し，平和
を実現するにはどうすればよいか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○

２

学

期

○財政のしくみと機能について理解する。

○財政の観点に着目し，現代の経済はどのようなしくみで，どのよう
な課題を抱えているか考察する。

○戦後日本経済の発展と日本経済の現状について理解する。

○現在の日本経済が抱える課題に着目しながら，戦後の日本経済
がどのような変遷をたどってきたか考察する。

【現代日本の経済】
■２節 現代経済のしくみ
６ 財政のしくみと機能

■３節 日本経済の発展と現状
１ 戦後日本経済の発展
２ 日本経済の現状

【知識・技能】
・戦後日本経済の発展と，日本経済の現状について理解している。
・財政のしくみと機能について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・現在の日本経済が抱える課題に着目しながら，戦後の日本経済がどのような変遷をたどってきたか
多面的・多角的に考察し，表現している。
・財政の観点に着目し，現代の経済はどのようなしくみで，どのような課題を抱えているか多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと

○ ○ ○ 4

○公害と環境保全，農業・食料問題，中小企業の現状と課題，情報
化の進展と課題，消費者問題，雇用と労働問題，社会保障と福祉
社会の実現について理解する。

○日本の経済や社会が抱える諸課題の解決に向けて自分には何
ができるか考察する。

【現代日本の経済】
■４節 福祉社会と日本経済の課題
１ 公害と環境保全
２ 農業・食料問題
３ 中小企業の現状と課題
４ 情報化の進展と社会の変化
５ 消費者問題
18歳からの社会参加④ 消費者市民社会の実現に向けて
６ 雇用と労働問題
18歳からの社会参加⑤ 働き方について考える
７ 社会保障と福祉

【知識・技能】
・公害と環境保全，農業・食料問題，中小企業の現状と課題，情報化の進展と課題，消費者問題，雇
用と労働問題，社会保障と福祉社会の実現について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・日本の経済や社会が抱える諸課題の解決に向けて自分には何ができるか多面的・多角的に考察
し，表現している。	
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の日本経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 10

○社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，習得した概念や理論
などを活用しながら，他者と協働して持続可能な社会の形成が求め
られる現代日本の諸課題の解決に向け，政治と経済を関連させて
多面的・多角的に考察したり構想したりする活動を通して，よりよい
社会の在り方についての自分の考えを説明，論述し，合意形成や
社会参画に向かうことができるようにする。

【現代日本の諸課題】
１ 少子高齢社会における社会保障
２ 地域社会の活性化
３ 多様な働き方・生き方の実現
４ 中小企業の意義と課題
５ 日本の財政の健全化
６ 持続可能な食料・農業の実現

【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の諸課題に関する諸資料について，課題の解決に向けて考察，構想
する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障，地域社会の活性化，多様な働き方・生き方の実現，中小企業の
意義と課題，日本財政の健全化，持続可能な食料・農業の実現，防災と安全・安心な社会の実現な
どについて，取り上げた課題の解決に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】	
・現代日本における政治・経済の諸課題について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題
を主体的に解決しようとし，合意形成や社会参画に向かおうとしている。

○ ○

３

学

期

○地域主義の動き，軍縮の動向と課題，地域紛争と難民問題，国
際社会における日本の役割について理解する。

○国際社会の各主体の役割や自分自身との関わりに着目して，国
際対立や地域紛争を解決し，平和を実現するにはどうすればよい
か考察する。

【現代の国際政治】
■２節 複雑化する国際政治と日本
３ 地域主義の動き
４ 軍縮の動向と課題
５ 紛争・難民・テロリズム
６ 国際社会における日本の役割

【知識・技能】
・地域主義の動き，軍縮の動向と課題，地域紛争と難民問題，国際社会における日本の役割につい
て理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の各主体の役割や自分自身との関わりに着目して，国際対立や地域紛争を解決し，平和
を実現するにはどうすればよいか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際政治について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 6

○自由貿易と国際分業，為替レートの変動，国際収支のしくみ，戦
後国際経済体制の展開，南北問題や南南問題について理解する。

○貿易自由化や国際的な経済格差の現状を踏まえて，世界の人々
のより豊かな生活を実現するためにはどうすればよいか考察する。

【現代の国際経済】
■１節 国民経済と国際経済
１ 貿易と国際収支
２ 戦後国際経済体制の展開
３ 発展途上国の経済

【知識・技能】
・自由貿易と国際分業，為替レートの変動，国際収支のしくみ，戦後国際経済体制の展開，南北問題
や南南問題について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・貿易自由化や国際的な経済格差の現状を踏まえて，世界の人々のより豊かな生活を実現するため
にはどうすればよいか多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ ○ ○ 4

○グローバル化する世界経済や，地球環境問題，資源・エネルギー
問題，貧困問題などの主要な地球的課題について理解する。

○地球社会の一員としての立場から，地球規模の課題について自
分はどのように対処していけばよいか考察する。

【現代の国際経済】
■２節 世界経済の現状と課題
１ グローバル化する世界経済
２ 地球環境問題
３ 資源・エネルギー問題
４ 人口・貧困・感染症

【知識・技能】
・グローバル化する世界経済や，地球環境問題，資源・エネルギー問題，貧困問題などの主要な地球
的課題について理解している。
・考察，構想する際に必要な情報を適切かつ効果的に収集し，読み取り，まとめている。
【思考・判断・表現】
・地球社会の一員としての立場から，地球規模の課題について自分はどのように対処していけばよい
か多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の国際経済について，よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

○ 〇 〇

5

合計
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